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New Members!
新入社員紹介

THE LEADER'S CUT  vol.1�
工場長インタビュー

現場の活気は「確かな信頼」の証
なぜ今、八城グループにこれほどまでの期待が寄せられているのか!?Feature
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八城社長が就任10周年を迎える節目の年に、

素敵な2名の新入社員が仲間入りしました！
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北臺 詩都佳 さん
きただい         しずか

青木 尋開 さん
あおき       みつはる

Q　趣味・特技は？
パソコンをいじるのが好きです。
最近は自宅のネットワーク環境を
構築したり、OSをカスタマイズ
して自作ルーターを作ったりする
ことに没頭しています。

Q　入社の決め手は？
大学のゼミの先生の紹介で工場見
学に来た際、製造現場の電子化や
受注の仕組みに非常に興味を持ち
ました。「面白そうな仕組みがあ
るこの環境で働きたい」と感じた
ことが一番の理由です。

Q　みなさんへひとこと
歴史ある八城グループの一員にな
れたことを嬉しく思います。徒歩
5分の近所に引越して心機一転、
毎日一つでも多くのことを学び、
一日も早く戦力になれるよう仕事
に取り組みます。

Q　趣味・特技は？
カフェ巡りが大好きです。今は2
歳の子どもがいるので、子どもと
一緒にゆっくりと甘いものやコー
ヒーを楽しめる素敵なお店を探す
のが日課になっています。

Q　入社の決め手は？
通勤のしやすさや、私の家庭状況
を受け入れてくださる条件面に加
え、3月に1週間体験したインター
ンシップが決定打となりました。
先輩や上司の皆さんの温かさに触
れ、「ここなら」と決意しました。

Q　みなさんへひとこと
保育園の送迎があり限られた時間
での勤務となりますが、その分、
集中して業務に取り組み、早く皆
さんに追いつきたいです。会長の
言葉を胸に、溶接などの技術を磨
き、自分にしかできない「スペシャ
リスト」を目指します。

期待と緊張が入り混じるなか行われた4月の入社式では、
社長から「チームワーク」と「自律」の大切さが改めて語られ、
新メンバーも真剣な表情で耳を傾けていました。 
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実は私… 実は私…

これからの八城工業を共に
盛り上げてくれる二人の素顔を、
インタビュー形式でご紹介します
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毎朝、子どもを保育園
へ送り届けてから出社
しています。車も好き
で、CX-5のようなかっ
こいいマツダ車にいつ
か乗るのが夢です！

山口県光市出身です。
大のお肉好きです。実
は魚の骨が苦手で食べ
るのに苦労するという
一面もあります。
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Q&A



 「行くか、辞めるか」̶ 37歳の決断と家族の支え

　フォースワンの前身企業に新卒で入社し、現場作業員としてキャリ
アをスタートさせた柘植工場長。その後、会社がキーレックスグルー
プ、そして八城グループへと変遷していく激動の中でも、一貫して現
場責任者としての重責を担い続けました。
　転機が訪れたのは37歳の時。当時の会長から打診されたタイへの
海外赴任。それは、これまでのキャリアの中でも最大の決断でした。
「正直に言えば、最初は断るつもりでした。でも、会社からの特命を
蹴るということは、もうここに自分の居場所はないということ。行く
か、辞めるか。その二択しか頭にありませんでした。さらに当時は『海
外赴任に家族を帯同させる』という前例がなく、最初は単身赴任を打
診されたんです」
　悩む柘植工場長を後押ししたのは、家族と親の言葉でした。
「『家族を連れて行けないなら難しい』と半ば断る口実として交渉した
のですが、会社が『なら家族で行け』と認めてくれた。妻の両親や自
分の両親に相談した際も、『会社が海外で働かせてくれるなら、絶対
に行くべきだ』と背中を押されました。狭い世界しか見ていなかった
37歳の若造にとって、親世代のその言葉は非常に重く、前向きに挑
戦する覚悟が決まりました。そうして、とりあえず3年、という約束
でタイへと旅立ったんです」

タイで気づかされた「結果」より大切なこと

　最初は「断るなら会社を辞める覚悟」で挑んだタイ赴任。言葉が
通じないジレンマの中、自作のタイ語手帳を手に現場に飛び込みま
した。そこで得たのは、技術以上に「人」との向き合い方でした。
「タイに行くまでは、できない作業員に対してきつく当たってしまう
こともありました。でも、現地で一緒に働いて気づいたんです。彼
らはわざとサボっているのではなく、やり方を知らないだけ。日本
人は結果だけを見て『ダメだ』と決めつけがちですが、プロセスを教
え、家族のように接することで現場は変わりました」
　100人規模のパーティーを自身で企画して開催するなど、心の距
離を縮めることで、言葉の壁を超えた信頼関係を築き上げました。

 「己を無にする」̶ 間接部門の誇り

　帰国後、生産管理部門を経験した際に出会った「己を無にしてライ
ンに尽くせ」という言葉。これが現在の工場長としての指針になっ
ています。
「直接部門は生産に集中すべき場所。それ以外の雑事や困りごとを私
たちが引き受ける。お金を直接生まない間接部門は、現場を助けて
こそ価値がある。その教えに深く感銘を受けました」

 「一人では何もできない」からこそ、助け合う

　その後、M&Aを経てグループ入りした大橋工業に工場長として就
任。
「ここに来て痛感したのは、自分一人では何もできないということ。
だからこそ、誰かが困っていたら全力で助ける。打算ではなく、お互
いの支え合いが組織を強くすると信じています」
　愛読書は『島耕作』。異文化に触れ、視野を広げることの大切さを
説く工場長は、最後に社員の皆さんへこうメッセージを贈ります。
「どうか僕を助けてください（笑）。これからも現場第一で、共に歩ん
でいきましょう」

大橋工業株式会社　柘植 善達 工場長

己を無にしてラインに尽くす
タイで学んだ“支え合い”の精神

今回の社内報から、グループ各拠点のリーダーを紹介する
新企画をスタート。その記念すべき第1回は、大橋工業の現
場を預かる柘植善達工場長に、これまでの歩みと現場への
想いを伺いました。

THE LEADER'S CUT  vol.1�

インタビュー中、「生放送じゃないからね」と笑いながら、失敗談
やエピソードを包み隠さず話してくださった柘植工場長。忘年会
では「みんなを楽しませるのが自分の役目」と、年1回のお酒で一
番の盛り上げ役を買って出るそうです。そのサービス精神と現場
愛が、今の温かい工場文化を作っているのだと感じました。 

編集
後記
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2. 米国インフラ特需に応える、キャタピラー社からの熱烈なオーダー
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建機で世界トップシェアを誇るキャタピラー社も、米国
市場の好況を受け、極めて高い生産計画を打ち出してい
ます。背景にあるのは、大規模なインフラ整備です。

私たちの技術が、

「世界」を動かして

います！

マツダのフラッグシップであり、世界販売を牽引
する「CX-5」が待望のフルモデルチェンジを
迎え、新型への切り替えに伴い国内外
からオーダーが集中。

なぜ今、八城グループ
にこれほどまでの期待

が寄せられているのか
!?現場の活気は「確かな信頼」の証「確かな信頼」

多忙な日々が続きますが、 私たち

が手がけた部品が「世界の道を走

り、 世界の土台を築いている」とい

う誇りを胸に、 今日も安全第一で

取り組んでいきましょう！ 

私たちが手がけるフレーム

パーツは、 走行性能と安全性

の要となる最重要部品です。

「マツダの顔」を支えているのは、

私たちのプレス／溶接などの加工

技術に他なりません。

かなめ

「自動車」と「建設機械」。分野は違えど、共に世界最高峰の品質が
求められるモノづくりの最前線です。この両業界から同時に、そして
深く頼りにされていることこそが、八城グループの強さの証です。

二つの「世界一」を支える誇りを胸に

現在、各工場・部署で高い稼働状況が続いています。この
「忙しさ」の正体は、長年パートナーシップを築いてきた
大手メーカー2社による、過去最大級の生産プロジェクト
にあります。その背景にある「世界の動き」とは…!?

cause

過酷な現場を支える製品を、

ここ広島から世界へと

送り出しています。

操縦者の命を守る「キャビン

（運転席）」の製造において、

当社の技術は世界レベルで

評価されています。

Y A S H I R O

F E A T U R E

- 特集 -

1. マツダの看板車種「新型CX-5」へのフルモデルチェンジ
cause



https://www.instagram.com/yashiro1969/

マンガを通じて、弊社の温かい社風や、地域
で若者を育てる姿勢を視覚的に発信して
いきます。

ぜひフォローしてください！
コメント・いいね！とても励みになります！

主人公の大学生・山根くんが、周囲の大人
たちから応援を受け、葛藤しながらも就職
活動を通じて成長していく物語です。

YASHIRO JOURNAL

Instagram で

スタートしまし
た！

新連載

新連載
の見どこ

ろ

これからも

応援よろしく

お願いします！

実際に弊社が参加したイベントも登場！

（広島AI コラボベースの様子は次のページで紹介しています！）

フォローして最新話をチェック！

yashiro1969

#新連載スター
ト #マンガで共感

新連載スタート
しました！

・・・

八城工業公式Instagramにて、マンガシ
リーズ『がんばれ！八城の山根くん』の連載
が始まりました。八城グループの魅力をよ
り広く、特に若い世代に伝えていきます！

八城工業公式Instagramにて、マンガ
シリーズ『がんばれ！八城の山根くん』
の連載が始まりました。八城グループ
の魅力をより広く、特に若い世代に伝え
ていきます！
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当社公式Instagramでマンガを担当してくだ
さっている漫画家・野火けーたろさんの新連
載が、人気青年コミック誌『週刊ビッグコミッ
クスピリッツ』にてスタートしました！
いつも素敵なマンガで当社を盛り上げてくれ
ている野火さんの新しい挑戦を、八城工業一
同、心より応援しています。皆さんもぜひ
チェックしてみてください！

4月18日（土）、理系学生との交流イベント「広島AIコラボベース」に参加
してきました。当日は、広島経済大学の溝下先生による「AI活用に関する
倫理」についての講義を学生たちと一緒に受講。その後のワークショッ
プでは、「学生が履歴書作成にAIを使うのはアリか？」「企業が選考の絞り
込みにAIを使うのはアリか？」といったテーマで、熱い議論を交わしまし
た。

漫画家野火けーたろ
さんが

『スピリッツ』で
連載開始！

Instagram企画で
ご協力いただいて

いる

このイベントで出会った学生た
ちが、現在、八城工業へ会社見
学に来てくれています。社内で
学生たちの姿を見かけた際は、
ぜひ温かく迎え入れていただけ
ますと幸いです。

よろしくおねがいします

Y A S H I R O

T O P I C S

- 採用関連 -

広島AIコラボベース
参加しました！

理系学生との交流イベント


